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昭和15年 2月 、当時保土谷化学研究所に勤め、軍極

秘の某課題に没頭 して居た私は、恩師東大教授牧鋭夫

博士を通 した突然の御要請により、その年の4月 に第

1回生が進学する日大工業化学科第 2学年の『染料と

中間物』の講義をお引受けする事になった。

さあそれからが大変、開講まで僅か二ヵ月、激務の

暇を見付けては必死になって講義の骨子は整えたもの

の、大学本科での連続講義、若 し遺漏が有っては新設

学科の名に拘わると、細部を綿密に検討 し始めたが間

に合わず 4月 になってしまった。

私の受持ちは毎週土曜日の午前10時からの二時限、

従って講義が始 まってか らは、毎週の金曜 日は徹

夜々々の一ヶ年だった。今でも、未熟な講義を聞かさ

れた第 1回生の諸君にはお詫びしたい気持ちで一杯だ

が、私 も夢中で一年間頑張った。

やがて学年試験が近付いたので私は「当日は各自の

ノー トは勿論、どんな参考書を持込んでも構わない。

私の一年間の講義ノー トを整理 してある諸君には満点

が取れる問題を出す」と宣言 した。

今では夫々各方面の大家に成って居 られる当時の学

生諸君には失礼に当るかも知れぬが、一年目の試験の

模様を懐かしく思出させて戴 く一―。

当日、カンニングの番人ではない私は試験場で壇上

の椅子に腰掛け、自分の専門の本を読んで居る内に規

定二時間の半ばが過ぎた。もうその頃には二人、三人

と答案を出す人があったが、室内が急にざわめいて来

たので見渡すと、一斉にノー トの頁を操って答えを探

して居る音だったのには驚いた。

更に吃驚 したのは、これほど自由にして受けて貰っ

た試験の答案を、私が予定 した基準で採点 して見ると、

上は 130点 から下は30何点の人まで居た事だ。己むな

く上の人の30点 を貰って配分 し、格上げに苦心 したが

60点以下の人が未だ十数人残った。未経験だった私は

そのまま答案を事務室に提出したところ、「なんとか

留年生を減らして欲 しい」と頼まれ 5,6名 に絞った。

すると忽ち、来学年の受講生は半減すると障されたが

翌年も大勢集まってくださった。その訳は、私が連続

講義三回毎の最後の一時間はノー トを離れ、私が研究

室や工場で体験 した失敗談、実験中の事故からの脱出

法、教科書に書いてある方法の逆を行なって成功 した

話等をするのが講義より面白いとの評判が立ったから

だと聞かされて些か恐縮 したが、後年お会いした何人

かの卒業生諸君から「あれが実際に役に立った」と感

謝されたのは今でも嬉 しい思い出である。

やっと馴れた私が二年目の講義を続けて居た昭和16

年12月 8日 、日本は遂に米英両国に宣戦 し、第二次世

界戦争に巻込まれた。

そ して翌昭和 17年 の 4月 18日 、東京は米国陸軍 ド

ウーリトル (J O H O D001ittle)中 佐の率いるB25爆

撃機隊によって初空襲された。この日が亦、土曜日。

講義を終わって神田の古本屋に居た私が駿河台校舎の

屋上に駆け戻った時、荒川尾久方面の爆撃を終えた米

機が頭上を掠めて行った。東京はもうこの時から戦場

になって了ったのだ。

昭和18年度第三回生諸君の卒業研究実験は校外関係

各社に分散 して行なわれたが、私の研究室に来られた

のは近藤保生君だった。

同君は前記の 130点組の一人で、立派な卒論を完成

し、 9月 に短縮卒業、保土谷化学への入社を予約 して

海軍を志願された。やがて少尉に任官、南方に向かわ

れたが、戦況は実に不利、任地に上陸の直前、敵潜水

艦の雷撃に遇って戦没された。

出航間近の或る日、近藤君が私の自宅を訪ねて来ら

れた。その日、白一色の凛々しい制服の背に、降る様

に散る花片を受けつ 桜ゝ並木の道をさっ爽 と去って

行った同君の後姿が目に焼付いて居て、今でも家族一
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同で御冥福を祈って居るが、実に惜 しい人材を失った

事が残念でならない。

想えば、わが日大工業化学科は正 しく我が国建国以

来の大嵐の前夜に誕生 したのだ。私と一緒に勉強 した

第一～第四回生諸君は勿論、第十五回生位までの諸君

は、或人は戦場で、多 くの人は爆弾が雨と降る地獄 と

化 した国内で、生命を賭けた毎日を過ごし、敗戦後は

亦、廃虚同然の職場の再建に献身、文字通 り嵐の中に

生き、嵐を乗越えて来られた筈だ。それ以後の諸君は、

先輩諸氏と協力 し、これまた懸命の努力によって、今

や世界が羨む様な新 日本国の建設に貢献され、そして

又、わが工業化学科 もここに華やかな開設50周年記念

の日を迎えられた。誠に御同慶の至 りである。

5回生は、大東亜戦争の真っただ中に入学 し、終戦

と共に卒業 した最も戦争の影響を受けた学生である。

我々は予科時代の昭和16年 10月 に出された勅令により

修業年限が 6ヵ 月短縮 し、17年 9月 、世田谷の予科 (3

年制)お よび駿河台の予科理科 (2年制)を繰上げ修

了、専門部卒の 2名 と共に工学部工業化学科に進学 し

た。学生数は約80名であった。

当時すでにミッドウェー海戦で大敗 していたが (17

年 6月 5～ 7日 :真相は知らされていなかった)、 戦

線はまだ拡大方向にあり、軍・民とも戦意いまだにお

とろえていなかった。一年の頃は、講義に午後の実験

に、希望に燃えて熱心にとり組んだ。ときには近 くの

喫茶店「ササヤ」などで将来の夢を語る余裕 もあった。

休暇を利用 しての工場実習も各人それぞれ実施 した。

18年 と19年の春休みには教授が引率 して、関西、東海

あるいは新潟、富山の工場見学旅行を行なった。その

帰途立寄った東山温泉で、明日からは廃業という芸者

に花札で大負けして人質にされた武勇伝 も残ってい

る。18年秋、ほとんど全員が参加 して日立の精錬所と

電線工場を見学 した。精錬所でオランダの捕虜が裸で

働いていたのが印象にのこっている。高萩に一泊 し、

食料不足の東京へ乾燥芋、千魚などを土産にしたこと

を思い出す。その後物資は目に見えて不足 し、特に食

しかし、日本は今、外見上余りにも華やかな繁栄振

りから世界各国嫉視の的に成って居る。この儘、自分

勝手な道を進めば、折角皆で築いた「花」の時代は崩

壊し、再び世界の孤児になって「嵐」の悲況に追込ま

れる事は必定である。

これからこそ、狂嵐に耐えて来た先輩と花園に育っ

た後輩が力を併せて生抜く時代、正しく西条八十氏の

歌詞通り「花も嵐も踏み越えて行くが男の生きる道」

だと確信する。

諸君、一緒に『花』を守り、『嵐』を防ごう !

(1987.11.30記,元非常勤講師)

伊 藤 和 雄

糧・衣料は配給制で、食堂で米飯をたのめば外食券、

旅行には米を持参せねば泊めてもらえなくなり、どこ

そこの雑炊食堂 (外食券不要が)何時から売ると聞け

ば、何をさておいても長蛇の列をつ くって、今ではと

ても口に出来ないような「ぞうすい」をむさぼる様に

食べた時代に移ってゆく。やがてそれすらも無 くなる

のである。

一方教練はきびしかった。富士の裾野や習志野の陸

軍廠舎に数泊しての野外教練は、昼は演習、夜は南京

虫ときつかったが、今思い出してみると楽 しい。日大

工学部の最後の配属将校は、ガダルカナル徹収のとき

の総後衛部隊長、陸軍大佐松田教寛であった。

出版は思想関係の図書の検閲がきびしくなり、発禁

や伏字の本が多 くなった。優遇されていた技術図書も、

用紙の不足から一般図書同様に予約制となり、予約 し

ても買えないことが多かった。もちろん紙も装頓も粗

末きわまる戦時版であった。工業化学科創設以来続い

ていた「日大工業化学会・工化会報」も、紙の配給な

く、ようやく見つけた京橋の印刷屋の手持ちの紙で、

18年 に出したのが最後になった

予科時代にはまだ学生服が揃っていたが次第にスフ

のぺらぺらものになり、登校にはゲー トルを着用 した。

ゲー トルを巻かずにきて (教練の)教官に見付かり始

戦時の学生生活と学徒動員の回顧
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末書 を取 られた者 もいた。進学当時は真鍮の徽章で

あったが、これも金属不足からモールの刺繍による徽

章を角帽に縫いつけるようになった。

昭和18年 6月 、「学徒戦時動員体制確立要網」 (本土

防衛のため軍事訓練と勤労動員を徹底)が閣議決定さ

れた。ついで10月 、「教育二関スル戦時非常措置方策」

が決定 し、理工科系統および教員養成関係以外の学生

の徴兵猶予が停止され、文科系大学の理科系への転換、

勤労動 員を年間 1/3実 施などと大変 きびしくなっ

た。10月 21日 、文部省・学校報国団本部により出陣す

る学徒壮行大会が神宮外苑競技場で挙行された。東京

近在77校数万人の中の一員として、我々日大工学部 2

年生全員 も雨の中に校旗 を先頭に劇的な行進を行な

い、東条英機首相 (陸軍大将)の閲兵をうけた。

我々は理工系の故に一般の勤労動員には行かなかっ

た。何年のときか忘れたが (あ るいは予科の頃か ?)、

夏の暑いころ、空襲にそなえ警報発令前に連絡をうけ

ると銃をかつぎ、隊列をくんで日比谷公園まで駆け足

し、木陰の中に待機、警戒警報発令すれば日比谷交差

点の交通整理をするための訓練をうけたこともある。

昭和19年 1月 、「緊急学徒勤労動員方策要網」が決

まり、 3月 には動員は通年実施 と決定された。 (中 学

上級以上の男女全員)我々も2年の学年試験を早々に

終えて、軍需工場の技術者不足を補うため 6月 半ばか

ら1年間動員されることになった。動員先は4ヵ 所で、

それぞれの概要を北から述べる。

北海道人造石油班 〔北海道滝川〕15名

(大牟田および尼崎の人石と合併し、日本人造石油と改称)

6月 10日 17時 30分、上野駅を出発 し、16日 入所式を

行なった。北海道人造石油は京都大学の技術により建

設が進められていて、児玉信次郎、常岡、村田などの

諸先生が指導 していた。学生は我々の外、東大から6

名が来ていた。会社の社長は三宿海軍中将で戒律厳 し

かったが、技師補の待遇が与えられ大変優遇された。

工場はフィッシャー法による石油合成を目指 してい

たがコバル ト触媒や硝酸が払底 していたので鉄触媒で

やろうと、福島の黄土を使った。それで反応温度、圧

力が高くなり、配管などすべて高圧ものを使った。合

成炉は二重管を単管式とした。石炭ガス化のコッパー

ス炉は国内最大のもので脱硫、合成と非常に大規模な

工場であった。

我々学生は、その中間試験と工業試験を担当し、19

年 6月 下旬から準備に取り掛かったが、実際にテスト

に入ったのは20年 2月 の初めであった。触媒の還元か

ら始まり油が出るまでにひと月かかった。一酸化炭素

には随分注意 したが 2回ほど中毒が出た。油カリ順調に

出だしたときは大感激であった。作業は東大と競争の

様になったが、日大の方が体力があって徹夜がつづい

ても、我々の方が辛抱強 くがんばった。この成果に対

し軍需大臣から表彰された。表彰状には「日本人造石

油株式会社 滝川事業所合成工場 日本大学学徒勤労

隊 右ハ克ク上下和親全員一体 トナリ率先職務二勉励

シー般ノ亀鑑タリ依テ弦二之ヲ表彰ス 昭和二十年三

月二十一日 軍需大臣正三位勲三等吉田茂」とあった。

副賞のブ ドー酒 2ダースで大いに悪酔いし、雪の中に

ひっくり返ったことを思い出す。表彰のことは北海道

新開に大きく報道された。

北海道は内地とち力れ 、ヽじゃがいも、小豆、かぼちゃ、

バター、鰊、ほっけなどと食物が豊富にあった。 6月

25日 、動員解除され引き上げたが、かぼちゃの食いす

ぎで黄色になって帰ってきた。我々の努力にもかかわ

らず本工場からの石油は戦争に間に合わなかった。

三井化学 目黒研究所班  21名  (人数は推定、以下同じ)

三井化学は当時日本最大の綜合化学会社で、その中

央研究所である目黒研究所は部制をとり、無機、有機、

染料、燃料、金属、選鉱などの部 (呼称は 1部、 2部

…)があり、学生は日大の外に東京工大、北大、早稲

田からも来ていて各部に配属された。グループで一つ

のテーマを受け持つ者、研究員の助手をつとめる者、

女子を指導 して分析の主任的仕事を担当する者などと

色々であったが、一流の研究所で研究室の雰囲気にひ

たり、研究というものの一端にふれることが出来たこ

とは幸いであった。

戦局があやしくなり、より緊急なものヘテーマの変

更もあったが、 3月 以降空襲の被害が大きくなるにつ
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れてガスが出なくなり、停電 しがちで実験は滞 り、緊

急疎開の家屋取 り壊 しにかりだされたりした。

こんな状況に危機感をいだいて自ら志願 し、海軍横

須賀工廠の指示により福島県錦の呉羽紡績 (現呉羽化

学錦工場)へ転進 した者 (2名 )も いた。錦では電解

水素を米本土爆撃用風船爆弾基地に送っていたが、偏

西風の弱い夏は風船が揚がらず、水素は金属カルシウ

ムとオー トクレープで反応させ、水素化カルシウムに

していた。 2名 は石油缶入りのカルシウムの開缶から

製品の缶詰め、ハンダ付けに到るまでやった。水素化

カルシウムの用途は極秘で判らなかったが、潜水艦や

海軍最後の特攻兵器、人間魚雷「回天」に関係がある

らしかった。

三井では所員と同じ待遇という条件であったが、作

業衣のこと、配給のこと、昼食のことなどで班長の大

田善造君は所側との折衝に骨を折った。引き上げは 6

月頃かと思う。

三菱石油班 〔川崎〕12名

研究所、臨時建設とイソオクタンの三つに分かれて

配属された。潤滑油、南方油の脱嘘装置、終わり頃に

は松根油やアルコールなど代用燃料をやった。臨時建

設には東大燃料の学生が 3人来ていた。臨建はプラン

トの解体、土工といろんなことをやらされた。九州飛

島の疎開先では地下工場にするため、多段の蒸溜塔を

単段に改造 して並べることを計画 し、そのための原書

など勉強させられた。また建設資材をもらうための申

告書 も大分書いた。

初めはクラッキング塔、蒸溜塔などの音が大変やか

ましかったが、そのうちに原油が無 くなり静かになっ

てしまった。我々も解体作業のほか仕事無 く遊び時間

が増えた。その頃仕事の無い者を四エチル鉛の添加工

場に配転する話 しがでたが、危険が大きいので断わっ

た。当時のオクタン価は77で、今では自動車も走らな

い。

まだ空襲が本格化 していなかった頃、隣に高射砲陣

地があったせいで一度やられたことがあった。そのと

きは砂地に油が しみこんでいて火のまわりが早かった

が、積んであった ドラムかんに火が入って、ふっとん

だだけだった。たまには産業報国隊のビールの配給が

ありどんぶ りで飲んだ。配給はよかった。代用燃料研

究のためエチルアルコールを川越までとりに行ったこ

とがある。一番信用できるというので学生が行かされ

たのだが、帰途多摩川の土手でそのアルコールを飲ん

だことを思い出す。

20年 3月 の大空襲で川崎も焼けてしまったが、工場

地帯だけが残った。しかし仕事 もなく、いつやられる

かも知れず、 4月 頃早めに引き上げた。その後行って

みると工場は完全に廃墟になっていた。

旭硝子班 〔鶴見〕14名

研究所 (試作工場)3名 と、工場の研究室に 2名、

あとは現場にと分かれて配属された。

研究所では海軍の陸上爆撃機「銀河」の窓ガラス製

造を担当した。これは平板を窓の形に切断し、炉に入

れ加熱、急冷 して強化ガラスとする作業で、熟練者に

なった我々 3名が、交替で徹夜 した。熱 く体力のいる

仕事だったが、大切な飛行機のガラスと思ってがんば

った。この仕事が一番お国のために役立ったのではな

かろうか。仕事の合間に技師の指導を受けて、卒論用

にガラスの着色の研究を行った。

工場の方は、アクリルニ トリルの製造、メタクリル

酸エステルのポリマーの製造、磨 き板ガラスの間にモ

ノマーを入れパーオキサイドで重合させ防弾ガラスの

製造などを行った。現場の作業とは別に工場の試験室

で約10日 間、卒論用にメタクリル酸エステルをつかっ

てコポリマーの実験をさせてもらった。

研究所、現場ともしばしば徹夜作業があったが、待

遇はよかった。

学内班 11名

残 りの者が大学内に残 り、科学研究要員として教授

の戦時科学研究の助手をつとめ、市川、中原、工藤、

横手、五来などの研究室に分かれ 2号館や東大で、航

空潤滑油の合成、セメントの研究などにたずさわった。

昭和19年秋になると教室の実験助手たちも徴兵や動員
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で消え、我々級友からも出征する者が出るようになり、

上野駅などでの見送 りは専ら学内班が引き受けた。や

がて横手先生にも徴兵令状がきた。

20年春からは米 B29爆撃機の空襲が日夜を分かたず

激 しさを加え、 3月 10日 の空襲で 2号館から見下ろす

神田一帯は焼失 してしまった。幸い駿河台上は免がれ、〉

我々は研究を続けられたが、器具、試薬類はすこぶる

入手難で、学外の研究機関から援助を受けることもあ

った。その頃になると空襲馴れというのか、敵機が頭

上に来てもそれを屋上から眺めて、明大横の高射砲陣

地からの成果を期待 しながら見つめていた。また実験

の合間に地下の研究室に野菜などを持ち寄 り、研究用

に配給された植物油で天ぷらを揚げたり、アルコール

を薄めてウイスキーま力れ のヽものをつ くったりのささ

やかな楽 しみを味わった。

九段の憲兵隊本部より “敵の焼夷弾の分析"を依頼

され、我々の手で構成成分を報告 したこともあった。

また大学の貴重な図書類の地方疎開に協力 した者もお

り、学徒動員先 との連絡役 も学内班の仕事であった。

動員に出た者は、行った先によって異なるが、たし

か月60円から、人石などいいところでは学卒なみの85

円を、毎月、あるいは引き上げ時まとめて貯金通帳で

受け取った。動員は20年 6月 半頃に終わった。動員学

徒の中には、空襲や事故の犠牲になった人も多かった

が我々の仲間は全員無事で大学へ帰ってきた。ただ一

二の年長者で徴兵猶予が切れ、動員先から出征 した人

もいた。また動員先で伴侶を見つけ、その後結婚にま

で進んだのも数組ある。動員解除後は、空襲と暑さに

悩まされつつ自宅や下宿で、卒論がわりの動員中のレ

ポー トをまとめ大学に提出した。

雪の日の2号館前 中原、皆川先生

3月 9-10日 の大空襲に始まる度々の空襲で東京は

焼け野原、 5月 24-25日 には皇居 も焼かれたが駿河台

は無事だった。 8月 にはいり、 6日 、B29が原子爆弾

を広島に投下、 8日 ソ連参戦、 9日 長崎に原爆とあわ

ただしくなった。広島で帰省中の阿部千秋君が犠牲に

なったことは残念である。

昭和20年 8月 15日 正午、天皇陛下の放送で長かった

戦争は終わった。正直に言って勝てるとは思わなかっ

たけれど、一度に力が抜け、負けたこのあとどうなる

のかと不安であった。しかし空襲 も、灯火管制もない

夜を迎えてほっとした。その後、情報を求めて登校 し

たところ、わが 2号館の上空に超低空で海軍の一式攻

機が爆音を轟かせ、しきりにビラをまいていた。ビラ

には「われいまだ降伏せず、厚木航空隊」とあった。

8月 28日 連合軍先遺部隊、厚木飛行場に到着。つづい

て最高司令官マッカーサーが飛来 したのは30日 である。

当時就職は試験などなく、技術者を重点的に配分す

るため厚生省が害J当 を行い、その切符が 8月 半ばに各

校へ くることになっていた。陸軍技術候補生や海軍技

術見習尉官に応募 した者、海軍予備学生を目指 してい

る者、あるいは卒業後すぐに入営の通知を受けている

者、いずれにしても待っているのは軍隊であった。

すべてが 8月 15日 に消えてしまったのである。

学生時代を戦争と共に終えた我々は、 9月 無事卒業

式を 1号館 5階大講堂で挙げ、就職のあてもなく、焼

跡だらけの各地に散らばっていった。

〔あとがき〕本稿は、在京 5回生による懇談会のテープと穴沢一

郎君の原稿によりまとめ、二三の方に訂正していただき仕上げた。

懇談会は昭和63年 1月 11日 、理工学部の 588B室 にて行ない、13名

が出席したが、もろもろの思い出の (と くに年月日、人数など)不
確かな事に改めて40余 年の歳月を感 じた。学内に残る資料を探 して

正確を期すべきところ、実行 していない。誤 りの文責はすべて筆者
にある。  (元 、保土谷エンジエアリング常務取締役昭和20年 卒)
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菫
＝変

戦前のことだが、今の主婦の友会館が建つまえ、空

地の一隅に工業化学科の定性、定量の分析実験室が

あった。時々私はそこへ学友の仲先生をたずねた。昭

和17年の 3月 から私 も専門部工科工業化学科の一員と

なった。二号館の扉を押 してはいると、おそらく今で

も左倶1に守衛室があるのだろう。右側には薬品と器具

の配給室があった。三階中央の廊下を玄関上の方へ行

くと右に中原先生の部屋があり時々そこに東大の永井

先生が来られた。左側に専門部主任の黒柳先生の部屋

があり、しばらく私はそこに居候をした。やがて黒柳

先生は別の部屋に移られ、代って横手先生がはいって

来られたが、ある日いが栗頭であらわれ「応召です」

といった。三階中央に廊下をはさんで教室が二つあっ

た。八時すぎ教室の外に数人の学生がたたずんでいる

ことがある。永井先生は一分でもおくれると教室へい

れてくれないという。当時の教授会議では正面中央に

円谷学監がひかえ右に建築の先生、左に学監の信任の

きわめて篤い永井先生が坐 り、入口近い末席に庶務課

長の古田氏がいた。戦後円谷学監が公職追放 (い わゆ

るパージ)に なると古田課長は事務長になり、本部の

理事に推薦されると、呉総長の信任をえてやがて理事

長となり、ついに呉総長と衝突 してこれを追い、名実

ともに日大の大御所 となったことは衆知のことと思

う。

昭和17年、18年、戦況は次第に悪化 していったが、

7月 には学生を三組みに分けて東北、北陸、関西の工

場見学に行 く余裕があった。 しかし軍事教練はますま

すきびしくなり、進級、卒業の会議では配属将校が教

練出席時間の不足を理由に成績優秀な学生でも進級、

卒業に頑強に反対 した。御殿場には数日宿泊 して軍事

教練を強行する設備があり私 もそこへ慰間に行ったこ

とがある。学生は目黒の海軍研究所で魚雷の燃料 とな

る過酸化水素の製造を手伝わされたり、農家の手伝い

に駆 り出されたりして学業にいそしむ時間が乏 しくな

る一方であった。昭和19年の 6月 、熊谷在の農家へ麦

刈などの手伝いに行った時は私も数日滞在 して学生の

監督に当った。学生には夕食に一合の酒が出た。困っ

五 来 達

たことに村の娘たちが次第に学生たちに引きつけられ

村の男子青年たちが面白からぬ感情をもちはじめた。

さて古代ローマの詩人オビドゥスには有名な変身物

語があり、現代では ドイツ作家カフカの傑作に「変身」

という作品がある。終 りに専門部工科の遂げた三度の

変身について略記する。

昭和22年 4月 専門部工科の郡山移転が決定 した。在

校生はこれに反対、別に郡山で学生を募集することに

なり、その後三年間二つの専門部工科が併設されるこ

とになる。24年専門部は新制大学に昇格、変身する。

一方駿河台の専門部 も京成電鉄大久保駅近 くに移転す

る。木造の兵舎跡である。これがやがて生産工学部に

発展、変身し、自身は北習志野に転生する。私はこの

候補地を移転前年の秋に見に行ったことがある。小松

のまばらに生えている荒地で、北風が土砂をまきあげ

ていた。まもなくそこに四階建の校舎が櫛比すること

になる。専門部は短大となった。北習志野には新たな

学科が誕生併設された。つぎの変身はいつか。
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日大工化初期の 1口 年の思 い出

昭和14年の夏のことであった。中原万次郎先生が私

の所に訪ねて来られた。東大工学部応用化学科の事務

員、渡辺さんの紹介状を持って来られた。中原先生は

私の十二年先輩にあたるけれども、一面識 もなかった

のでそんな紹介状を必要としたのかも知れない。渡辺

さんは碁が初段で、私は在学中、学生の中で一番碁が

強かったので熟知の間柄であった。といっても同級生

は29名 に過ぎなかったし、その上、近年友人たちの話

を聞くと、その後上達 したと見えて、有段者が四段を

頭に少なくとも3名いるらしく、今では四番目以下の

実力のようで、これは当時の昔話に過ぎない。多分、

中原先生は東大応用化学科の事務室に行かれて、卒業

生で遊んでいる男はいないかと調べ られたのであろ

う。私は昭和10年 4月 から三菱化成 (当 時は日本化成)

に勤めたが、昭和14年 3月 に若気のいたりということ

でやめていたのであった。

中原先生は私に日大、工化で教えないかと誘われた。

結局、私は昭和14年 9月 から工業化学科で講義をする

ことになった。この事についてはそれに先立つこと約

6, 7年前、私が学生の頃友人と夜、本郷通 りを散歩

していて運動具店のミマツの前の手相見の小父さんに

手相 を見て貰ったことが関係 していると思 うのであ

る。彼は私の手相を見て「あなたは将来、人を教える

仕事をする。多 くの人に尊敬されるようになる。三度

結婚する。」 と言った。私は念のため、 1年程たって

またその小父さんにもう一度、手相を見て貰ったので

ある。小父さんは又、同じことを言った。そんなこと

もあったので、つい私も中原先生のおすすめにのった

のかも知れない。手相見の小父さんの予言の最初の所

は当ったわけであるが、そのあとの所は全部はずれた

から、すべては意味のないことかも知れない。それか

らの約40年近 く日大の工業化学に籍をお くようにな

り、昭和53年 に定年退職 し、その後も昨年まで非常勤

講師として 9年間、講義をしたので約50年近 く日大工

化にお世話になったことになる。

この度、日大工化の50周年の催 しが行われることに

なったが、私の日大工化 とのかかわりも50年近いわけ

横 手 正 夫

である。古いことを知っているであろうということで

原稿を求められたが、日大工業化学科の歴史的記述は

別に順序だってくわしく整理されて掲載されることと

思 うし、古いことでの私の知見はこの催 しの委員の

方々に申し上げたので、私は私のまわりに起ったこと

を2, 3述べることに止めたい。

昭和14年の 9月 、最初の講義は専門部 1回生に行っ

たことになる。工藤先生に紹介されて生れて初めて教

壇に立って、すっかり上っていたようでである。後の

方の学生が、「聞えません」と言ったので気持が落ち

ついて何 とか無事に終ることが出来た。夜は高等工学

校の 1回生に講義をした。

当時、私は27才 、学生とは兄貴分、友達のようなも

のであった。講義は化学工学であった。私自身の専門

は大学では石炭系の大島教授の講座で、牧助教授の所

で染料合成の卒業研究をし、卒業 して入った三菱化成

ではアントラキノン建染染料の仕事に四年間、従事 し

た。日大工化では保土谷化学の青山敏貞さんが合成化

学の外来講師として来られて居 り、同門の一年先輩で

あるので、私は教える人のいない化学工学を受持つこ

とになったのである。化学工学は当時、新 しく大きく

取上げられた学科であり、また私は三菱化成をやめて

遊んでいる間に知人の化学機械の会社を手つだってい

た事1青からも化学工学を引受けたのであった。

当時の日大工化の教授陣は黒柳先生、中原先生、工

藤先生、仲先生といったところで、私より後に西川先

生、西川先生が東工大に移られて代って市川良正先生、

五来先生、最後に第二次大戦の終る前に長井先生 と

いった順になると思う。永井彰一郎先生は東大教授で

兼任であり、科長であった。

化学工学の講義は私自身があまり良く知らないので

最初は講義が学生に良くわかったようである。次第に

私の化学工学の勉強が進むにつれ講義の内容が難かし

くなって学生にわか りにくくなったような気がした。

それでは具合が悪いと思ってほどほどの所で10年か20

年、同じような講義にしてしまって、何だか今考える

と悪かったかなと思う次第である。
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当時、私はまだ独身で、麻布の我善坊町という飯倉

のあたりのアパートに住んでいた。独身の気楽さから、

ある冬の 2月 頃、一杯のんで夜の12時近くフラフラと

アパートの前に帰って来た。その時近くの暗闇から「先

生」と声をかけられてびっくりしたものである。その

人は I君 という学部一回生で、 3年で卒業の前のこと

であった。彼は私の点が足りないので卒業出来ない、

何とかお願いします、というのであった。それは気の

毒だ、何も君を落第させたい訳ではない。何とかしま

しょう、ということで話は終った。あとになって同ク

ラスの私の部屋の卒論生 (東田政治君、後に日産化学、

副社長となった。故人)に聞いたら、あの人は他の先

生にも同じことを言っているようですよ、と言った。

それはともかく、 I君は大東亜戦争に召集され護国の

鬼となられたようで、こんな立派な人を一時でも冬の

夜に苦労させたことは全く申訳ないと思うのである。

その頃、学生に言わせると友田先生の点が一番甘く、

その次が私だということであった。また、学生時代に

成績が悪くて苦労した先生ほど点が辛い、学生時代の

仇討をしているのだ、と言う学生もいたが、いずれに

しても私にうんと甘い点をつけさせようという作戦の

一端と思われる。ともかく、私は宮沢賢治さんではな

いが、東に卒業したいという学生があれば何とか応援

してやりたいと思い、西に就職したいという男がいれ

ば何とか就職口をさがしてやり、南に結婚したいとい

う卒業生がいれば相手をさがしてやろうと思い、と

いったような教師生活を送ったような気がする。

学部、専門部、二回生、三回生あたり、一番記憶に

残る学生が多いように思うが、これは学部で言えば五、

六、七、八回生あたりは戦争にかかって学徒動員で学

校にあまり来なかったり、その後は一クラスの人数が

ふえて、私の研究室所属の学生の範囲に主として思い

出が多いせいであろう。

その専門部二回生を引率して日立鉱山の見学旅行に

行ったことがある。日立の旅館に一泊したまでは良

かったが、翌朝ある学生が「昨日、待合に行って学生

証がなくなった。どうしましょう。」というのである。

27,8才の私には困った問題であった。もう一辺行って

よくさがして来い、という程度のことでその場をすま

せたが、そのあと無事にすんだところを見るとどこか

で見つけたのかも知れない。

学部二回生とは妙高、池の平へ秋に旅行したことが

ある。学生の見学旅行はこのあと、戦争でそれどころ

ではなくなり、研究室の旅行も昭和25年 に学部十一回

生 (生産の芝宮教授の組)の時に塩原へ行ったのが戦

後の最初であった。学生 8名 と私とで塩原に行き、今

晩泊めてくれませんか、と一軒の宿に入った。中会津

屋 という宿だったと思う。予約 もせずにそんなことが

出来たのは現今 と隔世の感があるが、多分、米を持参

したことと思うし、温泉が熱 くて、うめる水もなく、

入っては飛出しをくり返 した情けない風呂であった。

その後も三、四年は研究室の旅行 もなかったように思

う。

私はその机 と椅子があるだけで研究室 もなかった

が、昭和17年頃からホル トール法の研究にかかわった。

ホル トール法というのは植物油に、水素あるいは窒素

気流中で三千乃至五千ボル ト、五百サイクルの高電圧、

高周波の電気をかけて潤滑油にする方法である。第一

次大戦中に ドイツで試みられた方法であり、日本も石

油資源に乏しく、第二次大戦となって潤滑油が欠乏 し

て来て、これに目を向けざるを得なくなったのである。

電極板 と絶縁体の板 とを交互に多数並べて、その間に

薄光放電を行わせ、植物油を流下 し分解、水添、重合

させて粘度を高め粘度指数の良い潤滑油を得るのであ

る。私と北海道大学の岡本剛教授が研究にあたり、会

合を重ね、私の知人の会社で装置の設計をした。東工

大の滝沢先生がある事件で学校をやめたこともあり、

ホル トール法の会社、帝国潤滑油株式会社の社長 と

なった。滝沢さんのあとに東工大へは一時、日大工化

にいられた西川先生が行かれたことになる。

昭和20年 3月 10日 、桐生の帝国潤滑油の工場で、プ

ラントの試運転が行われた。桐生の宿屋に泊ったがシ

ラミが沢山ついて困ったことを思い出す。その夜、東

京の方角の空が真赤になった。 3月 10日 の東京大空襲

であった。それから間もなく、発電機関係の設備を発

註 していた日立の工場が艦砲射撃を受けて潰滅 し、そ

の段階でホル トール法の夢は消えてしまった。その時、

私は自宅の疎開の荷物を運んで長野県の小諸の近 くの

村にいたが、日立から 100キ ロ以上 も離れていると思

われるその土地でも地ひびきがして、砲撃の威力は大

したものであった。

話を昭和16年 に戻すと、その年の12月 8日 、私は朝

下宿を出て学校へ行こうとして飯倉 1丁 目から市電で

日比谷に行き乗 りかえた。号外が出ていたし、日比谷

交叉点で新聞を買って見ると、日米開戦のことが大き

く出ている。これは大変なことになったな、どうなる

ことであろう、と驚き心配 したものである。市電をの

り換えて学校へ着 くと、その日、最初に現れた教師ら
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しく、二号館の入口で学生に取 り囲まれた。「先生、

どうしたら良いでしょう。」と口々に問いかける。学

部二回生あたりが多かったのではなかろうか。「今ま

で通りに、落ちついて勉強することだな。」と言うの

が私としてのせい一杯のことであった。あの学生の中

には戦死した人も何人かいるだろうと思うと心が痛む

のである。

時局が切迫するにつれ、食事も困るようになった。

朝、何にも食べないで、月曜の8時から10時、10時か

ら12時の学部と専門部の講義を続けて行なうのは楽で

はなかった。朝起きて朝 8時の講義まで時間がないの

で、朝食がとれなかったせいもあるが、次第に飯屋の

数がへり、配給券をもって行く必要もあり、すぐ売切

れになることでもあった。当時、朝食は15銭が相場で、

松住町の公営食堂 (お茶の水から秋葉原に行く中央線

緩行線の橋の下、川の横にあり、現在は高層の都営住

宅になっている。)でわりに遅くまで朝食が食べられ、

13銭で少し安かったが、ある日、そのハエだらけの食

堂で客は二人きりで、隣のその男を見ると乞食であっ

た。これはたまらぬ、年貢の納め時だと覚って昭和17

年に独身生活を中止して結婚した次第である。

外食の昼食は、魚のスブタなどは御馳走の方であり、

あの食堂の調理場にはネコの頭がころがっているぞ、

といった流言が流れたり、蛙やザリガニあたりも知ら

ずに食べたことであろう。夜学があるので夜食が必要

となるが、お茶の水から駿河台に向かって右側、明治

の手前に洋食屋があって、海宝メンというのを食べた

ことがあるが何とも言えぬ不味さと臭気に吐き気を催

したことがある。

戦争が激しくなり、専門部工化の学生を疎開させよ

うかという話があり、岩手県平泉のあたりで加藤君と

いう学生の父親がやっている松根油工場に学生をつれ

て行って、しばらく滞在したことがある。松根油とい

うのはガソリンの代用に松の根を堀 り出して乾留して

得るテレビン油の類である。力士が松根の堀 り出しに

動員されたのもこの頃の話である。平泉では中尊寺を

拝観し、和尚さんの説明を受けたがひどいズーズー弁

で全然訳がわからなかったことを覚えている。あのあ

たり、その頃は本当に田舎であった。

私は昭和20年 の 7月 に召集された。その前に、召集

の練習といったようなものが、その当時住んでいた逗

子の桜山小学校であったことがある。私は司令官に、

「私は航空機用の潤滑油の研究をしている。兵士とし

て召集したって役に立たないから除外してくれ。」と

交渉 したところ、「潤滑油など小便でもつめれば良い。」

と言われ、これでは仕方がないとあきらめていた。教

室へ行って召集のことを学生に話 したところ、学徒動

員などで何人もいなかったがせん別だといって若千の

金を集めて持って来た。私は生 きてかえるつ もりで

あったので、いらないと断って受取らなかったが、今

考えると貰っておいた方が良かったかなと思うのであ

る。集めた金を元の何人かの男に正確に返すのは厄介

だったろうな、とつまらぬことを考えるからである。

学校の本館の事務へ行って召集されたことを届けた

が、丁度、後に理事長になった古田重二良さんが事務

長か何かでいて、「それは手抜かりだったなあ」と言っ

たことを思い出す。そんなことを言ったところで、学

校で召集免除の手つづきをしてくれる訳 もないし、と

思ったものである。

私は大岩君という専門部工化中退の男をホル トール

法研究の私設助手としていた。善良な人物であったが、

私が召集されて行 く時に学校の薬品の戸棚でアルコー

ルと研究材料の植物油など大切なものを説明しておい

たが、終戦後、帰って見るとすっかりなくなっていた。

飲んで食べてなくなったということで、当時は食べ物

に不自由をした時代であった。召集された場所は福岡

で、兵営は空襲で焼け (今の平和台)郊外の花畑小学

校や油山の竹でつ くった小屋などに雑居 した。 8月 15

日の敗戦となり最後には9月 の秋季皇霊祭 (今の秋分

の日)の 日に友人と脱走 した。越中フンドシを袋に縫

い農家でサツマイモをわけて貰ってこれを入れて肩に

かけ東へ東へと逃亡 したのであった。山陽線は台風で

一ヶ月以上不通であった。軍隊生活のことは学校と関

係がないので、これくらいですべて省略することにし

よう。

私が東京へ帰ったのは10月 になってのことで、二号

館に先ず顔を出した。入回のところで仲先生に出会っ

た。先生は永井彰一郎先生に毎日、学校に出勤するよ

うに言われたが、川越に住んでいるので毎 日は来れま

せん、と言って学校をやめたところだと言われた。そ

れ以来43年 、仲先生にはお目にかかっていない。私の

方は、永井先生に「君は兵隊に行ったから教職追放だ。」

と言われたが、二等兵で召集されて行っただけだから

そんな事はあるまいと高をくくって今 日にいたった次

第である。

私が 日大に勤めて貰っていた月給は 150円 であっ

た。戦争中、次第にインフレになって、夜の高等工学

校の学生が昼間、仕事をして貰う給料の方がこれより
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高かったようだ。それでも、私には別に収入もあり、

金銭的に不自由はなかった。しかし、敗戦後は別収入

もなくなり、日大の月給 150円 はそのままで、インフ

レは益々盛大になり、すっかり困ったことになった。

日大、理工学部の先生方も大部分はそれから数年間に

顔ぶれが変ったようである。私は友人や知人の関係で、

理科大 (当 時は物理学校)、 芝浦工大 (当 時は専門部

だけ)、 工学院大学とこまめに非常勤務師をして稼い

だ。といっても今も昔も非常勤務師というものは薄給

であって、 2円や 3円宛稼いでも何の足しにもならな

い。これでは駄目だと悟って昭和23年から染料の研究
｀

に没頭するようになった。といっても助手はいないし、

研究費はなし、研究室だけやっと二号館の地下に設け

て、旧制学部九回生からの卒論生を相手に研究を進め

たのであった。薬品、器具など会社に無心して貰った

ものも多かった。研究は少量で行ない、最終段階では

試料 1グラム以下でやることも多かった。恵まれない

不利の立場にいたからテーマは他人のやらないよう

な、役に立たないようなものを選んだつもりである。

昭和23年以後の私の研究のことは、工化誌、有機合成

化学協会誌に発表した報文で判断していただきたい。

私の研究に協力して貰った多数の卒論生の方々、その

他、お世話になった卒業生の方々に、この稿を通じて

深く感謝する次第である。昭和23年 から昭和53年 に日

大を定年退職する迄、た 研ゞ究だけを目的に生活した

ようである。

以上、私の50年 に及ぶ日大とのかかわりの中で最初

の10年、昭和14年から23年 の間の思い出を記して見た。

最後に、昭和23年 頃の貧乏の思い出を一つ記して見

たい。研究室で朝から夕方まで研究に熱中していると、

夕方になると息ぬきをしたくなるようである。同寮の

N先生に「お茶でも飲みに行きませんか。」と声をか

ける。「行きましょう。」ということで、錦華公園と明

大の間の道を神保町の方へ下って行 く。「一寸待って

いてくれませんか」とN先生は越後屋という質屋に

入った。腕時計を外したようだ。お茶をのんでヮリカ

ンで支払いをして神保町の角へ出た。また「一寸待っ

ていてくれませんか。」ということで、彼は宝クジ売

りの小母さんから一枚買うではないか。なる程と感心

したものである。N先生は私に「男は時々、豪遊をし

なければ人間が駄目になる。」と教えてくれた。私も

もっともだと思ったような気がする。しかし、現在に

いたる迄、二人ともケチな遊びばかりして来たようで、

すっかり駄目な人間になって今日を迎えたようだ。戦

中、戦後は全く大変な世の中で、昭和30年 頃から現在

に近い姿になったような気がする。

また、当時は工業化学科に電話が三本しかなくて、

一本は中原先生、もう一つは黒柳先生の部屋にあった。

黒柳先生の三階から、助手の南山君、内藤君が地下の

私のところヘー日に何度も「先生電話ですよ。」とか

け下りて知らせてくれる。私は「それっ」というとこ

ろで階段を三階にかけ上ったものである。日大にはス

ポーツやリクリエーションの施設は何もなかったけれ

ども、この毎日の運動で脚を鍛えることが出来たらし

く、今日も変りなく元気でいられることを天の配慮と

感謝してこの稿を終りたいと思う。
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専工 2期 生アルバムよ り

専工 2期生の卒業記念パーティ 昭和16年 11月 29日 帝国ホテルにおいて

確かな記憶はないが、 2学期が始まって間もなくの頃、昭和17年 3

月が繰 り上がって12月 卒業になるといわれてびっくり。毎週のように

教練が代々木の練兵場で行なわれており、その頃学生の頭は丸刈にさ

れていた時代であったが、繰上卒業といわれて何だかあわた ゞしかっ

た事だけが記憶に残っている。

卒業実験や就職とあわた ゞしくすぎて卒業式をむかえ謝恩パーティ

となった。パーティの後約 1週間後に大東亜戦争 (第 二次大戦 )が始

まった。その時になってやっとなる程繰上卒業も何 となく理解出来た

ことである。
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「査 閲」 昭和16年 10月 20日 代々木原において

2号館地下工作室 横手先生

昭和16年頃の平枠室

「告示」や掲示をお読み下さい。

当時の時代の一端を示 しています。
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